
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
関
澤
秀
哲
氏
理
事
長

Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ今後の重点施策は？

中
小
企
業
へ
の
対
策
に
力

　
安
全
衛
生
の
旗
振
り
役
で
あ
る

中
央
労
働
災
害
防
止
協
会

中
災

防

。
さ
ま
ざ
ま
な
構
造
変
化
で

労
働
安
全
の
取
り
組
み
が
複
雑
高

度
化
す
る
な
か
、
ど
の
よ
う
に
日

本
の
労
働
災
害
防
止
を
果
た
そ
う

と
し
て
い
る
の
か
。
中
災
防
の
関

澤
秀
哲
理
事
長
に
、
安
全
衛
生
大

会
の
ポ
イ
ン
ト
や
今
後
の
重
点
施

策
な
ど
を
聞
い
た
。

　
―
全
国
産
業
安
全
衛
生
大
会
が
、
９
年

ぶ
り
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
「
中
災
防
が
主
要
都
市
で
毎
年
主
催

し
、
今
回
で

回
目
を
数
え
る
。
全
国
か

ら
安
全
衛
生
の

第
一
線
で
活
躍

さ
れ
る
方
々
が

集
ま
る
。
動
員

規
模
は
前
年
の

富
山
大
会
が
約
７
８
０
０
人
、
前
々
回
の

東
京
大
会
で
は
約
８
３
０
０
人
だ
っ
た

が
、
過
去
の
大
会
の
中
で
も

年
に
開
催

さ
れ
た
大
阪
大
会
で
は
参
加
者
が
１
万
６

６
５
７
人
と
開
催
実
績
中
、
最
高
の
動
員

数
を
記
録
し
た
」

　
―
今
大
会
は
３
年
連
続
で
労
働
災
害
が

増
加
し
て
い
る
な
か
で
の
開
催
と
な
り
ま

す
が
。

　
「
参
加
者
の
意
識
も
高
い
も
の
が
あ

り
、
１
万
２
０
０
０
人
規
模
の
参
加
を
見

込
ん
で
い
る
。
何
と
か
大
会
を
機
に
増
加

の
基
調
に
歯
止
め
を
か
け
た
い
。
こ
の
た

め
各
分
科
会
で
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
計

画
、
業
種
を
越
え
多
様
な
労
働
災
害
の
事

例
や
対
応
技
術
を
学
ん
で
も
ら
う
。
最
近

の
傾
向
な
ど
新
た
な
情
報
を
課
題
に
意
見

を
交
換
し
安
全
衛
生
の
水
準
を
高
め
て
も

ら
い
た
い
」

　
―
最
近
は
重
大

事
故
の
発
生
が
続

き
、
企
業
の
労
働

安
全
へ
の
意
識
も

高
ま
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
。

　
「
１
９
６
０
年

代
か
ら
漸
減
傾
向

に
あ
っ
た
労
働
災

害
の
発
生
率
が
、

こ
こ

年
―

年

に
来
て
増
加

傾
向
を
示
し
て
い

る
。
当
協
会
調
査
で
は
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ

ッ
ク
後
の
合
理
化
策
や
、
団
塊
世
代
引
退

に
よ
る
安
全
衛
生
の
継
承
問
題
な
ど
、
現

場
力
低
下
の
多
様
な
要
因
が
あ
る
と
分
析

し
て
い
る
。
就
業
構
造
に
お
い
て
第
三
次

産
業
の
占
め
る
割
合
が
拡
大
基
調
で
あ
る

こ
と
も
災
害
増
加
の
一
因
だ
ろ
う
。
小
売

・
飲
食
業
で
の
転
倒
や
墜
落
事
故
増
加
に

加
え
、
社
会
福
祉
関
連
施
設
で
腰
痛
を
中

心
に
災
害
者
数
が

年
間
で
倍
増
し
て
い

る
。
厚
生
労
働
省
で
は

年
振
り
に
職
場

に
お
け
る
腰
痛
予
防
対
策
指
針
の
改
正
に

動
き
だ
し
た
」

　
―
従
来
通
り
の
対
策
を
ベ
ー
ス
に
啓
発

す
る
だ
け
で
は
難
し
い
と
？

　
「
た
と
え
ば
最
近
の
ス
ト
レ
ス
社
会
の

進
展
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
へ
の
取
り

組
み
を
重
視
し
て
い
る
。
年
間
１
０
０
０

種
増
え
る
と
さ
れ
る
化
学
物
質
に
よ
る
災

害
対
策
も
課
題

だ
。
そ
し
て
何

よ
り
も
労
働
災

害
の

％
が
３

０
０
人
未
満
の

事
業
所
で
発
生
し
て
い
る
状
況
。
つ
ま
り

中
小
企
業
の
災
害
防
止
対
策
が
重
要
案
件

と
な
る
」

　
―
大
企
業
に
比
べ
中
小
企
業
に
対
す
る

取
り
組
み
が
重
要
に
な
り
ま
す
ね
。

　
「

年
度
か
ら
始
ま
っ
た
国
の
第

次

労
働
災
害
防
止
計
画
は
、
中
小
企
業
対
策

が
前
面
に
出
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
る
か

た
ち
で
従
業
員
数
１
０
０
人
未
満
の
製
造

業
を
中
心
に
中
防
災
の
安
全
・
衛
生
管
理

士
が
個
別
に
訪
問
し
、
現
場
を
チ
ェ
ッ

ク
。
課
題
を
提
示
し
ア
ド
バ
イ
ス
や
研
修

で
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
。
多
様
な
地
域

や
業
界
の
会
合
で
集
団
的
な
指
導
を
年
間

１
０
０
回
、
個
別
の
取
り
組
み
を
年
間
８

０
０
回
、
国
の
補
助
事
業
と
し
て
無
料
で

実
施
す
る
。
景
気
好
転
期
に
災
害
が
増
加

す
る
過
去
の
経
緯
を
教
訓
と
し
、
全
国
の

関
係
者
が
一
丸
と
な
り
労
働
災
害
減
少
に

全
力
を
尽
く
す
考
え
だ
」

景気好転…減らせるか、労働災害
第
回
全
国
産
業
安
全
衛
生
大
会
大
阪
で
来
月
３
０
日
開
幕 産業構造の変化や現場力低下も要因

３
年
連
続
で
増
加
２
０
１
０
年
以
降
反
転

　
国
内
の
労
働
災
害
が
増
加
し
て
い
る
。
最
近
ま
で
長
期
的
な
減
少
基
調
に
あ
っ
た
が
、
２
０

１
０
年
か
ら
３
年
連
続
の
増
加
を
記
録
し
た
。

年
は
１
月
か
ら
の
累
計
で
、
こ
こ
ま
で
前
年

比
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
年
間
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
か
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
だ
。

増
加
に
転
じ
た
背
景
と
は
何
な
の
か
。
労
働
現
場
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
が
、
災
害
発
生
と

密
接
に
関
連
し
て
い
る
。

□
　　■
　　□

　
第

回
全
国
産
業
安
全
衛
生
大

会

主
催
・
中
央
労
働
災
害
防
止

協
会

が
、

月

日
か
ら

月

１
日
ま
で
の
３
日
間
、
大
阪
城
ホ

ー
ル
、
大
阪
国
際
会
議
場
な
ど
を

会
場
に
開
か
れ
る
。
労
働
災
害
防

止
に
関
連
す
る
テ
ー
マ
ご
と
に
分

科
会
を
開
き
、
企
業
の
事
例
報
告

や
専
門
家
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
交
え
て
、
安
全
衛
生
の

最
新
知
識
を
習
得
し
て
も
ら
う
の

が
狙
い
。
同
時
開
催
さ
れ
る
「
緑

十
字
展
２
０
１
３
イ
ン
大
阪
」

会
場
・
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪

と
と
も
に
、
労
働
災
害
増
加
に
歯

止
め
を
か
け
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

期
待
が
集
ま
る
。

　
総
合
集
会
の
初
日
に
続
き
大
会

２
日
目
、
３
日
目
に
行
わ
れ
る
各

分
科
会
は
、

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ

ン
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

安
全
管
理
活
動

機
械
・
設
備

等
の
保
全

安
全
衛
生
教
育

労

働
衛
生
管
理
活
動
・
化
学
物
質
管

理

ゼ
ロ
災
運
動

交
通
安
全

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
健
康
づ
く
り

―
の
８
分
科
会
を
予
定
す
る
。

　
２
日
間
を
通
じ
て
合
計

の
講

演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
、

の
事
例
報
告
、
特
別
報
告

等
を
開
催
。
さ
ら
に
企
業
を
中
心

に
１
３
３
に
及
ぶ
研
究
発
表
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。
労
働
災
害
が
増

え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
前
回
大

会
を
大
き
く
上
回
る
１
万
２
０
０

０
人
規
模
の
来
場
者
を
見
込
ん
で

い
る
。

　
同
時
開
催
さ
れ
る
緑
十
字
展

は
、
職
場
の
安

全
衛
生
や
労
働

災
害
の
防
止
、

快
適
な
職
場
環

境
づ
く
り
に
関

す
る
最
新
情
報

と
技
術
を
一
堂

に
展
示
す
る
。

１
０
８
の
企
業

・
団
体
が
出
展

し
、
安
全
衛
生

保
護
具
、
機
械

の
本
質
安
全
化

に
か
か
る
機

器
、
職
場
環
境

・
作
業
方
法
の

改
善
機
器
、
健

康
増
進
機
器
等

を
出
展
す
る
。

ゼ
ロ
災
運
動
や

安
全
衛
生
ト
レ

ー
ナ
ー
な
ど
の

交
流
会
も
実
施

し
、
安
全
管
理

に
関
わ
る
担
当

者
ら
の
全
国
ベ

ー
ス
で
の
情
報

交
流
を
通
じ
て

労
働
災
害
防
止

に
役
立
て
て
も

ら
う
方
針
だ
。

　

年
の
労
働
災
害
は
、
死
亡
災

害
、
死
傷
災
害

休
業
４
日
以
上

の
労
働
災
害

、
重
大
災
害

一

時
に
３
人
以
上
が
業
務
上
死
傷
・

り
病
し
た
労
働
災
害

の
い
ず
れ

も
が
増
加
し
た
。
こ
の
う
ち
死
傷

災
害
と
重
大
災
害
は
、
３
年
連
続

の
増
加
で
、
こ
れ
は

年
代
の
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
の
景
気
回
復
期

以
来
の
こ
と
に
な
る
。

◇
　経
済
状
態
に
リ
ン
ク

　
も
と
も
と
労
働
災
害
は
、
不
況

期
を
脱
し
た
経
済
回
復
期
に
多
く

発
生
す
る
と
言
わ
れ
る
。
経
済
の

落
ち
込
み
か
ら
人
員
削
減
や
リ
ス

ト
ラ
を
実
施
し
、
そ
の
後
の
景
気

回
復
で
業
務
量
が
増
え
て
も
安
全

管
理
が
追
い
付
か
な
い
と
い
っ
た

実
態
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
今
回

の
増
加
も
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
以
降
の
経
済
持
ち
直
し
の
反
動

に
よ
る
も
の
と
見
ら
れ
、
特
に
今

後
の
景
気
回
復
が
期
待
さ
れ
て
い

る
だ
け
に
、
一
段
の
安
全
管
理
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
復
旧
復

興
の
影
響
も
大
き
い
。
被
災
地
を

中
心
に
し
た
復
旧
、
復
興
工
事
で

は
ど
う
し
て
も
労
働
災
害
の
リ
ス

ク
が
高
く
な
る
。
さ
ら
に
急
激
な

工
事
需
要
に
対
し
、
熟
練
者
が
思

う
よ
う
に
確
保
で
き
な
い
状
況
も

災
害
の
発
生
要
因
に
一
つ
に
な
っ

て
い
る
。

◇
　安
全
管
理
の
意
識
希
薄

　
労
働
災
害
が
増
え
る
構
造
要
因

も
見
逃
せ
な
い
。
ひ
と
つ
は
非
製

造
業
、
第
三
次
産
業
の
比
重
が
増

し
て
い
る
産
業
構
造
の
変
化
。
製

造
業
や
建
設
業
に
比
べ
て
、
商
業

や
飲
食
業
、
保
健
衛
生
業
を
は
じ

め
と
す
る
第
三
次
産
業
の
労
働
災

害
防
止
の
取
り
組
み
は
後
れ
を
取

っ
て
い
る
。
死
亡
な
ど
の
重
篤
な

事
故
は
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
安

全
管
理
の
意
識
が
希
薄
な
た
め

だ
。
深
刻
な
災
害
は
少
な
い
半

面
、
逆
に
転
倒
な
ど
に
よ
る
災
害

が
増
え
て
い
る
。
第
三
次
産
業
の

災
害
増
加
の
隠
れ
た
要
因
と
し

て
、
非
正
規
雇
用
の
拡
大
を
指
摘

す
る
声
も
あ
る
。
安
全
衛
生
教
育

な
ど
が
十
分
に
行
き
渡
ら
な
い
た

め
だ
。

◇
　経
験
、
ノ
ウ
ハ
ウ
不
足

　
そ
し
て
も
う
一
つ
は
現
場
力
の

低
下
だ
。
最
近
で
も
化
学
工
場
の

爆
発
火
災
事
故
や
ト
ン
ネ
ル
工
事

中
の
メ
タ
ン
ガ
ス
爆
発
事
故
な
ど

現
場
の
安
全
管
理
が
問
わ
れ
る
事

故
が
目
立
っ
て
い
る
。
ベ
テ
ラ
ン

社
員
が
リ
タ
イ
ア
し
、
経
験
知
や

ノ
ウ
ハ
ウ
が
十
分
に
伝
承
さ
れ
て

い
な
い
と
い
っ
た
指
摘
や
、
人
員

合
理
化
の
影
響
な
ど
で
安
全
管
理

体
制
そ
の
も
の
が
弱
体
化
し
て
い

る
と
い
う
声
も
あ
る
。

　
安
全
管
理
面
だ
け
で
な
く
、
生

産
管
理
や
生
産
技
術
で
も
現
場
力

の
低
下
は
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
今

後
現
場
力
を
ど
う
建
て
直
し
、
安

全
管
理
に
結
び
付
け
て
い
く
か
、

企
業
単
体
だ
け
で
は
な
く
国
を
挙

げ
て
の
取
り
組
み
が
必
要
に
な
っ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

２０１３年 平成２５年 ９月１９日 木曜日 　　　　 　（ ）　　【全面広告】


